
「偉大な大祭司イエス」             2018 年 12 月 19 日 

ヘブライ人への手紙 4 章 14 節～16 節 さて、わたしたちには、もろもろの天を通過さ 

れた偉大な大祭司、神の子イエスが与えられているのですから、わたしたちの公に言い表

している信仰をしっかり保とうではありませんか。この大祭司は、わたしたちの弱さに同

情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、あらゆる点において、わたしたちと同様

に試練に遭われたのです。だから、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜にかなった助

けをいただくために、大胆に恵みの座に近づこうではありませんか。 

 

祭司は諸々の儀式を司り、神に民を執り成す宗教家である。宗教に関わることに携わっ 

たレビ族のサドカイ派の人々がその職を担った。主イエスの時代、祭司は 2 万人もいたと

いうから、大きな力を持つ集団であった。大祭司は祭司たちの上に立つ、最高権威者で、

最高法院（サンヒドリン）の議長として取り仕切り、元来は終身制であった。神殿の一番

奥まったところに契約の箱が置かれた至聖所があり、大祭司は年に一度、いけにえの動物

の血を携えて、至聖所に入り、血を振りかけて、自分と民の罪の赦しの儀式をする重要な

務めを果たした。 

「著者」は、語調を変えて、「さて、わたしたちには、もろもろの天を通過された偉大 

な大祭司、神の子イエスが与えられているのですから、わたしたちの公に言い表している

信仰をしっかり保とうではありませんか」と語りかける。「もろもろの天を通過された偉

大な大祭司、神の子」と言っている。イスラエル人は 7 つの天があると考えていた。パウ

ロは第三の天の楽園まで引き上げられ、人が口にするのを許されない、言い表しえない言

葉を耳にした（Ⅱコリント 12：4）と言っている。「著者」は、私たちには 7 つの天を通

過された偉大な大祭司、神の子イエスが与えられているから、公に告白している信仰をし

っかり保とうではないかと勧めている。 

 「この大祭司は、わたしたちの弱さに同情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、

あらゆる点において、わたしたちと同様に試練に遭われたのです。」偉大な大祭司、神の

子イエスは、人間の弱さを理解できない方ではなく、罪は犯されなかったが、人間が遭遇

するあらゆる試練に遭われた方である。「だから、憐れみを受け、恵みにあずかって、時

宜にかなった助けをいただくために、大胆に恵みの座に近づこうではありませんか。」試

練を受けた人は、試練に遭っている人と同じ思いになり、慰め、助けることができる。大

祭司イエスは、人となられ、あらゆる試練を経験されたから、試練に遭遇している人の苦

しみを知り、同じ思いになってくださる。この方の憐れみを受け、恵みに与って、時宜に

適った助けをいただき、恐れることなく大胆に、恵みの座に近づこうではないか。私たち

には、このような大祭司イエスが共にいてくださる。何と慰め深いことではないか。 

 パウロは、キリストの福音宣教において、幾多の試練と苦難を経験した。だから、「神

は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、わたしたちも神からいただ

くこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。キリストの

苦しみが満ちあふれてわたしたちにも及んでいるのと同じように、わたしたちの受ける慰

めもキリストによって満ちあふれているからです（Ⅱコリント 1：4、5）」と書いている。

神は苦難に際して慰めてくださり、その慰めにより私たちも苦難にある人を慰められる。

人間同士でも助け合えるなら、大祭司イエスの助けはどれほど確かなことであろうか。 


